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臨
床
心
理
士
と
し
て
４０
年

間
に
わ
た
り
、
精
神
神
経
科

や
大
学
学
生
相
談
室
、
企
業

の
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど

で
臨
床
実
践
に
取
り
組
ん
で

き
た
乾
吉
佑
文
学
部
教
授
が

１１
月
８
日
、
大
阪
国
際
会
議

場
で
行
わ
れ
た
日
本
精
神
分

析
学
会
第
５５
回
大
会
で
、
学

会
賞
（
古
澤
賞
）
を
受
賞
し

た
。
長
年
に
わ
た
り
精
神
医

療
・
心
理
臨
床
の
指
導
者
と

し
て
、
精
神
分
析
・

精
神
分
析
的
心
理
療

法
の
実
践
・
研
究
・

教
育
を
行
い
、
数
多

く
の
後
進
を
育
成
し

て
き
た
功
績
に
対
し

て
贈
ら
れ
た
も
の
。

乾
教
授
は
、
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を

確
立
す
る
ま
で
に
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
に
直

面
す
る
思
春
期
・
青

年
期
の
臨
床
経
験
が
特
に
豊

富
で
あ
り
、
そ
の
実
際
は「
思

春
期
・
青
年
期
の
精
神
分
析

的
ア
プ
ロ
ー
チ
―
出
会
い
と

心
理
臨
床
」
（
２
面
・
専
修

人
の
新
し
い
本
）
に
詳
し
く

記
さ
れ
て
い
る
。

臨
床
、研
究
の
か
た
わ
ら
、

日
本
を
代
表
す
る
２
つ
の
精

神
分
析
セ
ミ
ナ
ー
の
設
立
と

運
営
に
も
携
わ
っ
て
き
た
乾

教
授
は
、
授
与
式
後
、「
治
療

ゼ
ロ
期
の
精
神
分
析
」
を
講

演
。「
ど
の
よ
う
な
ア
セ
ス
メ

ン
ト
（
治
療
方
法
）、ど
の
よ

う
に
場
面
を
作
る
か
を
決
め

る
治
療
に
入
る
前
の
時
期
∥

ゼ
ロ
期
が
、
治
療
の
成
果
に

大
き
く
か
か
わ
る
。
信
頼
関

係
を
築
く
た
め
に
、
ク
ラ
イ

エ
ン
ト
と
の
間
に
『
地
な
ら

し
』
を
す
る
こ
と
が
大
切
で

あ
り
、
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
に
添

っ
て
い
く
姿
勢
を
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
」
と
話
し
た
。

磨
け
ば
光
る
多
摩
事
業
・
め

だ
か
の
地
域
大
学
で
講
演

１２
月
５
日
、
多
摩
市
民
館

で
行
わ
れ
た
多
摩
区
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
・
コ
ス
モ
ス
の
家
主

催
の
「
め
だ
か
の
地
域
大

学
」
で
乾
教
授
は
、
「
心
の

健
康
っ
て
何
だ
ろ
う
―
悲
し

み
を
忘
れ
た
時
代
に
お
け
る

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
」
を
講
演

し
た
∥
写
真
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
２
大

会
連
続
２
冠
を
成
し
遂
げ

た
北
島
康
介
選
手
が
、
１

年
３
カ
月
ぶ
り
に
競
技
会

に
復
帰
し
た
。
北

島
選
手
の
力
は
誰

も
が
認
め
て
い

る
。
し
か
し
、
準

備
不
足
の
た
め
十

分
に
力
を
発
揮
す

る
に
は
至
ら
な
か

っ
た
が
、
先
を
見

据
え
た
本
人
の
目

に
は
確
か
な
も
の

が
映
っ
て
い
る
様

子
が
う
か
が
え

た
。
本
人
に
と
っ

て
は
現
状
を
把
握

す
る
た
め
、
当
然

先
に
見
据
え
て
い

る
も
の
へ
の
通
過
点
に
す

ぎ
な
い
こ
と
が
前
提
と
し

た
復
帰
戦
で
あ
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。
見
据
え
た
先
に

向
け
て
自
分
自
身
の
所
在

を
確
か
め
る
こ
と
は
、
目

的
地
へ
の
近
道
で
も
あ
る

か
も
し
れ
な
い
。
所
在
が

分
か
ら
な
け
れ
ば
、
進
む

方
向
さ
え
分
か
ら
な
く
な

る
か
ら
で
あ
る
。
絶
大
な

力
を
持
つ
金
メ
ダ
リ
ス
ト

で
さ
え
、
準
備
不
足
で
は

結
果
を
伴
う
こ
と
が
で
き

ず
、
日
々
の
努
力
に
勝
る

も
の
は
な
い
こ
と
を
教
え

て
く
れ
て
い
る
。

も
う
す
ぐ
１
年
の
総
決

算
で
も
あ
る
後
期
試
験
を

迎
え
る
。
日
ご
ろ
の
準
備

は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。
北

島
選
手
の
よ
う
に
、
今
の

自
分
が
先
に
何
を
見
据

え
、
映
し
出
し
、
そ
の
通

過
点
に
何
が
必
要
か
を
考

え
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

北
島
選
手
は
復
帰
戦
で
棄

権
す
る
こ
と
も
考
え
た
と

き
、
「
こ
こ
に
何
し
に
来

た
の
か
？
」
と
自
問
自
答

し
た
。
出
場
を
選
ん
だ
彼

は
日
本
人
選
手
に
負
け

た
。
負
け
る
こ
と
へ
の
恐

れ
よ
り
、
「
今
の
自
分
に

は
も
っ
と
大
事
な
も
の
が

あ
る
、上
出
来
で
す
」と
、

そ
の
結
果
に
胸
を
張
っ
て

い
た
。
彼
自
身
の
行
動
に

自
負
と
責
任
を
感
じ
る
の

は
私
だ
け
だ
ろ
う
か
。

我
々
も
「
こ
こ
に
何
し

に
来
た
の
か
？
」
と
自
問

自
答
し
、
な
り
ふ
り
構
わ

ず
周
り
の
目
を
気
に
せ

ず
、
勉
学
に
励
ん
で
み
る

の
も
悪
く
な
い
か
も
し
れ

な
い
。

（
学
生
部
）

多
摩
区
内
で「
ま
ち
」に
か

か
わ
る
活
動
を
し
て
い
る
学

生
と
市
民
団
体
の
交
流
と
活

動
の
充
実
を
目
的
に
、
報
告

会
と
交
流
会
が
１２
月
５
日
、

サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
で

開
か
れ
た
。
神
原
理
商
学
部

教
授
や
「
地
域
通
貨
た
ま
運

営
委
員
会
」
な
ど
で
構
成
す

る
「
学
生
×
ま
ち
」
推
進
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
主
催
で
、
本

学
か
ら
は
、
経
済
学
部
・
徳

田
賢
二
ゼ
ミ
の
岡
本
祐
輝
さ

ん（
３
年
次
）が
長
沢
商
店
会

で
実
施
し
て
い
る
各
種
イ
ベ

ン
ト
の
報
告
を
行
っ
た
∥
写

真
。
同
ゼ
ミ
で
は
、
１２
月
２３

日
に
、
同
商
店
会
「
長
沢
ひ

ろ
ば
」
で
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
す
る
。

戦
時
中
、
戦
地
に
赴
い
た

兵
士
と
家
族
や
親
し
い
人
と

の
間
で
交
わ
さ
れ
た
軍
事
郵

便
な
ど
を
展
示
す
る「『
い
の

ち
』
の
便
り
展
―
兵
士
の
こ

こ
ろ
と
銃
後
の

想
い
―
」
が
１１

月
９
日
か
ら
２１
日
ま
で
専
修

大
学
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ

ス
で
開
催
さ
れ
、
連
日
多
く

の
見
学
者
で
に
ぎ
わ
い
、
２

０
５
人
が
訪
れ
た
。軍

事
郵
便

の
解
読
か
ら

戦
争
を
考
え

る
実
習
を
行

い
、
研
究
成

果
を
本
に
ま

と
め
た
文
学

部
人
文
学
科

歴
史
学
専
攻

の
新
井
勝
紘

ゼ
ミ
（
伴
野

文

亮

ゼ

ミ

長
、
４０
人
）

が
企
画
∥
１１

月
号
既
報
。

同
１４
日
に
は
、
新
井
教
授
の

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
が
行
わ

れ
た
。

軍
事
郵
便
の
収
集
と
研
究

を
行
っ
て
い
る
新
井
教
授
は

「
軍
の
上
層
部
で
は
な
い
最

前
線
に
い
た
兵
士
と
市
民
の

戦
争
観
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
貴
重
な
も
の
」
と
、
兵
士

と
同
年
代
の
学
生
た
ち
が
軍

事
郵
便
を
読
み
解
く
意
義
を

語
り
、
会
場
の
展
覧
物
を
解

説
し
た
∥
写
真
。

新
井
ゼ
ミ
の
研
究
や
本
展

の
開
催
、成
果
の
出
版
は
、全

国
紙
や
地
方
紙
に
「
ケ
ー
タ

イ
世
代
が
軍
事
郵
便
と
格

闘
」な
ど
と
紹
介
さ
れ
た
。新

井
研
究
室
に
は
「
私
の
家
に

も
軍
事
郵
便
が
残
さ
れ
て
い

る
の
で
譲
り
た
い
」
と
の
申

し
出
が
多
数
寄
せ
ら
れ
た
。

第
１０
回
専
修
大
学
留
学
生

日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス

ト
が
１１
月
１７
日
、
生
田
キ
ャ

ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
、
陳
涯

さ
ん
（
中
国
・
上
海
大
学
・

文
学
部
特
別
聴
講
生
）
が
見

事
、
第
１
位
に
輝
い
た
。

特
別
聴
講
生
５
人
と
学
部

生
１
人
の
あ
わ
せ
て
６
人
の

出
場
者
が
、
日
本
に
留
学
し

て
人
と
の
触
れ
合
い
や
異
文

化
の
な
か
で
感
じ
た
驚
き
や

こ
こ
ろ
温
ま
る
体
験
を
、
生

き
生
き
と
し
た
日
本
語
で
語

っ
た
。

第
１
位
と
な
っ
た
陳
さ
ん

は
入
学
間
も
な
い
あ
る
日
、

キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
教
室
へ
の

行
き
方
を
、
見
知
ら
ぬ
専
大

生
に
思
い
切
っ
て
尋
ね
、
親

切
に
教
え
て
も
ら
っ
た
う
れ

し
さ
を
、
滑
ら
か
な
日
本
語

で
披
露
し
た
。

「
日
本
語
の

『
す
み
ま

せ

ん
』
は
、
ど
ん

な
時
に
も
使
う

こ
と
が
で
き
る

と
て
も
便
利
な

言
葉
で
す
」
と

切
り
出
し
、「
勇

気
を
も
っ
て
声

を
掛
け
る
こ
と

が
大
切
。
そ
こ

か
ら
人
と
人
と

き
ず
な

の
絆
が
で
き
ま

す
」
と
語
り
か

け
た
。

表
彰
式
で
陳
さ
ん
は
「
コ

ン
テ
ス
ト
に
出
場
し
て
本
当

に
良
か
っ
た
。
上
海
大
学
の

日
本
語
の
先
生
に
、
一
番
先

に
報
告
し
た
い
」
と
喜
び
を

素
直
に
表
し
た
。

２
位
以
下
の
入
賞
者
は
次

の
通
り
∥
敬
称
略
。

ハ
ン

ユ

ジ
ン

〈
２
位
〉
韓
裕
珍
（
韓
国
・

檀
国
大
学
・
経
営
学
部
特
別

聴
講
生
）

〈
３
位
〉
フ
ァ
ム
・
レ
ー
・

ザ
・
フ
ォ
ン
（
ベ
ト
ナ
ム
・

ベ
ト
ナ
ム
国
立
大
学
・
文
学

部
特
別
聴
講
生
）

〈
入
賞
〉
裘
佳
燕（
中
国
・
上

海
大
学
・
経
営
学
部
特
別
聴

ベ
ク
ド
ゥ
サ
ン

講
生
）
▽
白
斗
珊
（
韓
国
・

ホ
ナ
ム
大
学
・
文
学
部
特
別

チ
ャ
ジ
ョ
ン

ガ
ン

聴
講
生
）
▽
車
正
官
（
韓
国

・
商
１
）

〈
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
チ
〉
郭
献

山
（
中
国
・
専
修
大
学
北
海

道
短
期
大
学
み
ど
り
の
総
合

科
学
科
１
）

神
保
町
古
書
街
の
一
角
に
あ
る
老

ぎ
ょ
く

せ
ん
ど
う

舗
書
道
用
具
店
・
玉
川
堂
。
文
政
元

す
ず
り

（
１
８
１
８
）
年
、
筆
・
墨
・
硯
・

紙
の
専
門
店
と
し
て
九
段
下
の
中
坂

（
九
段
北
１
丁
目
）
に
創
業
。
明
治

末
に
現
在
の
地
に
移
っ
た
。『
里
見
八

犬
伝
』の
滝
沢
馬
琴
や
、夏
目
漱
石
、

永
井
荷
風
、
与
謝
野
晶
子
ら
多
く
の

文
人
や
墨
客
に
愛
さ
れ
て
き
た
。

書
家
の
仲
川
恭
司
文
学
部
教
授

（
毎
日
書
道
会
理
事
、
独
立
書
人
団

副
理
事
長
）
を
は
じ
め
専
大
で
も
常

連
が
多
い
。
書
を
世
界
に
広
め
た
元

文
学
部
教
授
の
手
島
右
卿
氏
、
書
壇

に
知
己
の
多
か
っ
た
森
口
忠
造
元
総

長
。
江
戸
時
代
か
ら
続
く
伝
統
の
筆

の
愛
用
者
だ
。

明
治
時
代
に
は
貸
席
も
営
み
、
神

田
川
の
清
流
を
背
景
に
さ
ま
ざ
ま
な

会
合
が
開
か
れ
た
。
労
働
問
題
を
研

究
す
る
「
社
会
政
策
学
会
」
は
こ
こ

を
本
拠
に
誕
生
。
長
三
洲
の
漢
詩
の

定
例
会
「
玉
川
吟
社
」
、
野
口
英
世

渡
米
の
歓
送
会
、
北
村
透
谷
の
追
悼

会
も
開
か
れ
た
。

そ
ん
な
由
緒
あ
る
店
の
店
内
は
、

文
房
四
宝
が
ぎ
っ
し
り
と
並
び
、
特

に
大
小
さ
ま
ざ
ま
の
筆
ぞ
ろ
え
に
は

圧
倒
さ
れ
る
。

「
筆
は
使
え
ば
使
う
ほ
ど
鍛
錬
さ

れ
、
つ
や
が
出
て
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た

�
体
�
に
な
り
ま
す
。
人
間
と
同
じ

で
す
。
用
途
に
あ
わ
せ
て
自
分
の
一

本
を
持
っ
て
使
い
こ
な
せ
ば
、
一
生

も
の
で
す
よ
」
。
笑
顔
で
語
る
８
代

目
社
長
の
齋
藤
彰
さ
ん
。
店
を
訪
れ

る
初
心
者
か
ら
専
門
家
ま
で
、
懇
切

丁
寧
に
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。

昨
今
、
同
店
の
客
層
に
も
変
化
が

み
え
る
。

「
外
国
の
お
客
さ
ん
が
増
え
ま
し

た
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ロ
シ
ア
、
ア

メ
リ
カ
、
タ
イ
…
そ
の
造
詣
の
深
さ

は
日
本
人
以
上
の
方
も
。
日
本
の
文

化
を
外
国
人
か
ら
教
わ
る
。
そ
ん
な

時
代
が
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

パ
ソ
コ
ン
の
普
及
で
現
代
人
の
文

字
離
れ
、
書
離
れ
が
著
し
い
。

「
手
で
は
な
く
機
械
で
覚
え
た
文

字
は
身
に
つ
き
ま
せ
ん
。
残
念
な
こ

と
で
す
。
し
か
し
、
行
き
着
く
と
こ

ろ
ま
で
い
っ
た
ら
必
ず
『
揺
り
戻

し
』
が
あ
る
と
信
じ
ま
す
。
古
い
も

の
を
見
直
し
、
本
物
は
や
は
り
い

い
、
と
お
っ
し
ゃ
る
お
客
さ

ん
は
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ

る
か
ら
。
絵
手
紙
ブ
ー
ム
も

チ
ャ
ン
ス
。
こ
ち
ら
は
間
口

を
広
げ
て
お
迎
え
し
て
お
り

ま
す
」

＊
玉
川
堂
∥
東
京
都
千
代

田
区
神
田
神
保
町
３‐

３
☎

０３
（
３
２
６
４
）
３
７
４
１

��６

文
・
新
井

勝
紘
ゼ
ミ

「『いのち』の便り展」でギャラリートーク

日
本

精

神

分

析

学

会

で

玉 川 堂文房四宝の専門店 使いこなすことによって一生ものに

▶

店
内
に
は
吉
田
茂
や
片
山
哲
ら
名

政
治
家
の
書
も
掲
げ
ら
れ
…
。
中

央
が
齋
藤
彰
社
長
。
左
・
弟
の
夫

治
雄
さ
ん
、
右
・
長
男
の
征
一
さ

ん

多
摩
区
の
ま
ち
づ
く
り

学
生
と
市
民
の

交
流
ラ
ウ
ン
ジ

「「『『
すす
みみ
まま
せせ
んん
』』とと
声声
をを
かか
けけ
よよ
うう
」」

第
１
位
は
特
別
聴
講
生
の
陳
涯
さ
ん（
中
国
）

北島選手の敗北から学ぶこと

▲ 第１位の
陳涯さん

▲ 審査員の先生を囲んで出場者のみなさん

▶

一
枚
ケ
ヤ
キ
の
看
板
は
明
治
か
ら
大
正
に
か
け

て
一
世
を
風
靡
し
た
書
家
・
丹
羽
海
鶴
の
作
品
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